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論文審査結果の要旨 

薬物の毒性評価には動物を使用する験動物の基準理念である 3R の原則の徹底がはから

れ動物実験から iPS細胞によるヒト培養細胞による毒性評価への移行も視野に入りつつあ

る。一方 消毒剤 培養細胞 評価アッセイ系の最適な組み合わせについての報告は少な

い。 

申請者はまず消毒薬の毒性に関して実用化されている代替試験法について文献的検討を

行い、動物実験代替法による消毒薬評価、擦式アルコール手指消毒薬 in vitro 皮膚刺激性

試験などであることを確認した。 

申請者は消毒薬ごとに細胞培養細胞系、さらにアッセイ系を組み合わせて検討を行っ

た。 

 具体的には 3 種の塩素系消毒薬、3 種の低水準消毒薬、および消毒用エタノールにつ

いてそれぞれ 4 種類の培養細胞（FRSK 細胞 Human Dermal Fibroblast 細胞、Chang 

conjunctiva 細胞、Hela 細胞）を使用し細胞生存率の検討を 4 種類のアッセイ系（MTT

アッセイ、LDH アッセイ、NR アッセイ、レサズリンアッセイのアッセイ系で評価した。 

消毒薬ごとに異なる培養細胞とアッセイ系の組み合わせによる細胞生存率検出結果につ

いて詳細に検討した。特に消毒薬の毒性評価には MTT アッセイが有効である場合が多い

という基礎データを獲得した。 

さらに皮膚障害は、消毒薬の種類によらず FRSK 細胞を用いた場合、MTT アッセイま

たは NRアッセイによる評価を中心に検討することが有効であるデータを得るなど今後

iPS 細胞活用を念頭にした培養細胞毒性試験に対し有用な基礎研究データとその実験結果

をわかりやすく表示する図を示した。 

口頭審査において消毒薬と培養細胞、アッセイ系について合格水準と判定した。 
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